
 

 

令和７年４月８日 

   北九州市都市ブランド創造局 

報道機関各位 

「再興第 109回院展」開会式・内覧会を開催します 

 

 「院展」が３年ぶりに北九州市立美術館で開催されます！ 

院展を主宰する日本美術院は、1898年、岡倉天心が創設した日本画の研究機関で

す。西洋美術の移植によって衰退しつつあった日本の伝統芸術の復興と革新を標榜し、

新しい日本画の創造を目指しました。一時の活動休止を経て、横山大観らが中心とな

って再興して現在に至ります。 

 109回を数える本展では、日本美術院同人作家の新作 33点、受賞作品、および九州

在住作家の入選作品、合わせて 62 点を展示します。気鋭の若手から大家まで、多彩

な作品が一堂に会する本展覧会をぜひ、取材いただきますようお願いいたします。 
 
記 

開会式・内覧会  

１ 日 時 令和７年４月１８日（金）１４時００分～１６時００分 

２ 場 所 北九州市立美術館[本館]エントランスホール 

（北九州市戸畑区西鞘ヶ谷町２１番１号） 

３ 主な出席予定者 

井手 康人（いで やすと）日本美術院 ※北九州出身作家 

相本 倫子（あいもと みちこ）    西日本新聞社北九州本社代表 

村上 直樹（むらかみ なおき）    北九州市議会副議長 

小笠原 圭子（おがさわら けいこ）  都市ブランド創造局長 

後小路雅弘（うしろしょうじ まさひろ）北九州市立美術館長 他 

４ 内 容 主催者・来賓挨拶、テープカット、内覧会 

５ 主 催 再興第 109 回院展実行委員会（北九州市立美術館、西日本新聞社、日本美術院） 

６．展覧会詳細 添付のチラシをご参照下さい。 

    

 
                                井手康人（同人）月乃神 

 

〈問合せ先〉都市ブランド創造局 美術館 普及課（担当：泉、谷川） 

TEL 093-882-7777 / FAX 093-861-0959 



井手康人（同人）《月乃神》

〒804-0024 北九州市戸畑区西鞘ケ谷町21-1
TEL093-882-7777　https://www.kmma.jp

院展
観覧料／一般 1300円（1000円）、高大生 900円（700円）、小中生 700円（500円）
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。
　なお障害者手帳を提示の方は無料。北九州市在住の65歳以上の方は2割減免（公的機関発行の証明書等の提示が必要）。
※�前売り券は、ローソンチケット（ローソン、ミニストップ）、チケットぴあ（セブン -イレブン）、
　セブンチケット（セブン -イレブン）、e＋イープラス（ファミリーマート）、小倉井筒屋、北九州モノレール主要駅で販売。
※ローソンチケット、チケットぴあ、セブンチケット、e＋イープラスについては、展覧会開催中は当日料金での販売となります。

主催／再興第109回院展実行委員会（北九州市立美術館、西日本新聞社、日本美術院）
後援／ TNC テレビ西日本、九州旅客鉄道株式会社、西日本鉄道株式会社、北九州モノレール、筑豊電気鉄道株式会社

2025年4月19日［土］5月6日［火・振］
9時30分～17時30分（入館は17時まで）  休館日／月曜日（ただし、5月5日は開館）

再興第１０９回



同時期開催の展覧会	 周辺MAP交通案内

【西鉄バス】
●市内各地より
　�「七条」で下車、「七条（戸畑方面）」（八幡東消防署高見
分署前）から7M番（製鉄飛幡門行き）に乗車、「北九州
市立美術館」で下車（所要6分）。
●ＪＲ小倉駅より
　�「小倉駅入口」（JR小倉駅からモノレールに沿って行
き、小倉駅前交差点を渡って左、徒歩5分）から西鉄
バス7M番（鞘ヶ谷方面行き）に乗車、「北九州市立美
術館」で下車（所要30分）。
●�「戸畑駅」から西鉄バス7M番（砂津行き）に乗車、「北
九州市立美術館」で下車（所要25分）。

【高速バス】
●�「西鉄天神高速バスターミナル」から高速バス・いと
うづ号（小倉方面行き）に乗車、「七条」で下車（所要 1
時間20分）。「七条（戸畑方面）」（八幡東消防署高見分
署前）から7M番（製鉄飛幡門行き）に乗車、「北九州市
立美術館」で下車。

【車】
●北九州都市高速道路・山路ランプから車で8分
【タクシー】
●�ＪＲスペースワールド駅・ＪＲ枝光駅より乗車、「北
九州市立美術館」で下車（所要10分）。

コレクション展 III
特集　海外に渡った画家たち
2月8日（土）～5月18日（日）

本館

〒804-0024 北九州市戸畑区西鞘ケ谷町21-1
TEL093-882-7777　https://www.kmma.jp

※別途、観覧料が必要です。

　院展を主催する日本美術院は、1898（明治31）
年、岡倉天心の指導理念のもと、橋本雅邦、横山
大観、下村観山、菱田春草ら26名の正員によっ
て創設された日本画の研究機関です。西洋美術の
流入によって衰退しつつあった日本の伝統美術の
復興と革新を標榜し、新しい日本画の創造を目指
しました。一時、経営難から活動休止を余儀なく
されますが、天心の一周忌を機に大観らが中心と
なって再興します。以来、「芸術の自由研究を主
とする。故に教師なし先輩あり。教習なし研究あ
り」の精神で多くの画家たちが研鑽を重ね、近代
日本画の発展を支えてきました。
　109回を数える本展では、日本美術院同人作家
の新作 33点をはじめ、受賞作品、および九州在
住作家の入選作品を含む62点を展示します。気
鋭の若手から大家まで多彩な作品が一堂に会する
院展で、現代日本画の真髄をご堪能ください。

院展再興第１０９回

川﨑麻央《算》　日本美術院賞（大観賞） 樋田礼子《井の頭（11）　―樹下生生―》
日本美術院賞（大観賞）、東京都知事賞

村上裕二（同人）《青年聖徳太子は紅龍の夢の中へ》西田俊英（同人）《妖精の森》


